
私は男性の閉鎖病棟を担当して
いますが、病棟の入院患者さん
のほとんどが統合失調症や気分
障害や自閉症スペクトラム障害
の方で、その中に認知症の患者
さんが数名いらっしゃるという構
成であることが多いです。そのた
め、病棟の中で認知症の方のみ
をターゲットとしたプログラムを組
むのが難しく、入院している皆さ

んが気分転換ができたり楽しく過
ごせるようなレクリエーションなどのプログラムに一緒に参加していただ
いています。もともと体を動かすのが好きな方もいれば、とにかくお話が
好きな方、現役時代の仕事柄で計算が得意な方など様々な素敵な面が
あり、その素敵な面を少しでも保ちつつ、少しでも楽しかったと感じる体
験がたくさんできるようなお手伝いができたらと思い、日々作業療法の場
を提供しています。先日、ジグソーパズルに興味を示した患者さんがい
たのですが「自信がないしこんなの一人でできないよ」とのことで一緒に
取り組んだところ、完成したときにとてもいい笑顔を見せたあと「あなたが
いてくれたからできたの。どうもありがとう」というお話をされるなど、人生
の先輩である患者さんから励まされたりお褒めの言葉をいただいたりし
て逆に元気をいただくことも多く、ありがたいなぁと感じている毎日です。
これからも元気をいただきながら、素敵な面をもっと引き出せるように頑
張りたいと感じています。

精神科作業療法とは……精神疾患により生活に障害を持った方々に対して、様々な

作業活動（遊び、創造的なものから日常生活に関連するものまで）を個別あるいは
集団の中で利用することにとり、精神機能や対人関係技能、作業能力などの改善・
向上をはかり、その人にとってのより良い生活がおくれるように援助するもの。当院
では大人の塗り絵や計算問題、ペン習字、手芸、工芸、カラオケ、体操などが行わ
れています。



9月は、世界アルツハイマー月間に定められていますが、同月
25日（日）、青森市主催で開催された認知症フォーラムで、当セン

ターの精神保健福祉士が、「専門職による認知症相談コーナー」
を担当しました。

当日は、相談コーナーのほか、認知症カフェ体験コーナーや脳
認知機能テストコーナー、青森市の事業紹介など、盛り沢山な内
容でしたが、相談コーナーにも多数の相談をいただきました。

認知症のご家族からは、介護負担や精神面の不安に関する相
談もありました。
認知症の方はもちろん、
支える側の負担や不安も
様々です。コロナ禍ではあ
りますが、対面で相談対応
ができたことで、深刻さを
表情などからより感じるこ
とができた機会にもなりま
した。

発行者：青森県立つくしが丘病院認知症疾患医療センター運営チーム
〒038-0031青森市大字三内字沢部353-92

*衛生

院内では手指の消毒、マスクの着用、設備等消毒などの環境整備を徹底しています。来院者に
もマスクの着用や待合室の椅子は間隔を空けてのご利用をお願いしております。
*患者様、来院者の健康観察、職員の健康管理

正面玄関と夜間休日入り口に非接触体温検知システムを設置し、来院者の検温を実施していま
す。入院患者様には毎日の検温、体調確認と併せて不要不急の外出・面会の自粛をお願いして
おります。
*院内感染対策のための委員会を設置し、毎月1回会議を行っています。
委員会内に感染制御チームを設置し、感染防止対策の実務を行ってい
ます。
*全職員対象とした研修会・講習会を年2回以上開催
*感染症の発生状況の報告や院内感染発生時の対応についてなど基本
方針やマニュアルを定めています。

電話：017-788-2988（センター直通）

認知症フォーラムに参加しました！


